
 

 

 

 

平成２１年６月１６日 

 

“鉄道友の会”選定の『２００９年 ローレル賞』 

中之島線に乗り入れる３０００系車両の受賞が決定！ 

～明確なコンセプトに基づく車内外の新しいデザイン、客室設備の高機能化が評価 ～ 

 京阪電気鉄道株式会社（本社：大阪市中央区、社長：上田成之助）の３０００系車両が、鉄道友

の会（事務局：東京都千代田区九段南、会長：須田 寛）が選定する「２００９年 ローレル賞」を

受賞することになりましたので、お知らせします。 

 「ローレル賞」は、鉄道友の会の選考委員会が、前年中に営業運転を始めた新車と見なせる車両

のなかから、性能、デザイン、製造企画、運用などの諸点に卓越したものがあると認めた車両に対

し与えられるもので、当社では１９８４年の６０００系車両に続く２回目の受賞となります。 

 今回受賞が決定した３０００系車両は、昨年１０月１９日（日）の中之島線開業と同時に導入し

たもので、主に、中之島と京都を直通で結ぶ「快速急行」として使用しています。車内は、１列＋

２列配置の自動転換クロスシートを採用、当社車両としては初となる液晶ディスプレイ表示器や、

自動貫通扉も設置しています。また、座席の表地には座り心地が良くソフトな手触りが特長の「エ

クセーヌ」（東レ(株)の最高級スエード調マイクロファイバー素材）を鉄道車両で初めて採用し高

級感を演出するなど、快適で便利な車内環境をめざしました。さらに、京阪グループブランド戦略

による鉄道車両のカラーコンセプトに則り、水都大阪を意識した紺色をメーンカラーに採用すると

ともに、デザインの基本コンセプトを具現化した円弧の造形を車内外の随所に展開しています。 

 以上のような特徴から、「明確なコンセプトに基づく車内外の新しいデザイン、客室設備の高機能

化」という点が評価され、今回の受賞決定となりました。 

 概要は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▲３０００系車両 



（別紙） 

 

１．「ローレル賞」受賞の概要 

 ①受賞車両 京阪電気鉄道 ３０００系車両 

   

 ②選定理由 標準工法や標準機器類の採用によってコスト削減を狙った車両が全国的に

増加する傾向の中で、ブランド作りを意図する鉄道会社のイメージリーダー

としての役割を担い、明確な設計コンセプトを貫き、新しいデザインを築き

上げ、車内設備が充実した魅力のある車両を実現。「明確なコンセプトに基

づく車内外の新しいデザイン、客室設備の高機能化」という特徴が、選考委

員会において高く評価された。（鉄道友の会 発表資料より） 

 

２．３０００系車両の概要 

①編 成 ８両編成（Ｍｃ―Ｔ―Ｔ―Ｔ―Ｍ―Ｔ―Ｔ―Ｍｃ） 

②定 員 先頭車：１１３人（うち座席 ３７人～３８人） 

 中間車：１２６人（うち座席 ４５人） 

③座 席 扉 間：１列＋２列の自動転換クロスシート 

 車端部：ロングシート。運転台後部は２列＋２列の転換クロスシート 

④制 御 装 置 ＶＶＶＦインバータ方式 

⑤両 数 ４８両（８両編成×６本） 

⑥車体製造所 川崎重工業株式会社 

⑦主 な 特 徴   ・座席配置は１列＋２列の転換クロスシート 

・当社車両初の液晶ディスプレイを設置し、旅客案内やニュースなどの情報・ 

を表示 

・車両間貫通路には自動扉を設置 

 ・座席の表地には東レ㈱の最高級スエード調マイクロファイバー素材「エク

セーヌ」を鉄道車両で初めて採用 

 

≪参考≫ 鉄道友の会 概要 

 「鉄道友の会」は、鉄道ファンが組織する全国規模の趣味団体。１９５３年、広く鉄道知識を普

及し、鉄道趣味を通じて会員相互間の親睦を深め、併せて鉄道を愛護し、その進歩発展に寄与す

ることを目的として創立されたが、以来５０年余が経過し、現在は正会員約３，６００名、賛助

会員６２団体を数え、全国に５研究会・１８支部が設置されている。 

 

以 上 

 


